
（別紙３）

～ 2026年　2月　20日

（対象者数） 9人 （回答者数） 7人

～ 2026年　2月　20日

（対象者数） 6人 （回答者数） 6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保育士や児童指導員、介護福祉士、看護師が専門

性を高めるため、積極的に法人内や外部の研修に

参加しています。学んだことを支援に活かせるよ

うに、また、保護者の相談に対して適格にアドバ

イス出来るように職員会議で伝達しています。

2

活動内容が固定化しないように季節の行事を取り

入れたり、発達年齢に見合った動きを習得できる

ようにみんなでプログラムを工夫していきます。1

か月前に園だよりで日々の活動内容を決定しお知

らせしていますが、お天気のいい日はできるだけ

外活動を取り入れ季節が肌で感じられるよう取り

組んでいきたいと思います。

3

製作活動が各年齢に合わせてステップアップでき

るように、また個々の力に合わせて折り紙ができ

るように、ハサミが使えるように等取り組んでい

きたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

こどもたちが年齢とともに次の課題へステップ

アップできるように、活動内容や声かけ・職員の

動き等を工夫していきたいと思います。お兄さん

お姉さんになったこどもが、小さいこどものお手

本となるような取組を工夫していきたいと思いま

す。

2

お天気のいい日はできるだけお散歩・砂場遊びを

取り入れたり、近くの公園に行き遊具で遊ぶなど

外活動を取り入れるようにしています。広いス

ペースがある東棟ホールで並んでのかけっこ・バ

トンを渡してリレー等の練習をしています。三輪

車やブーブーカー等に乗れるように練習もしてい

ます。

お天気のいい日にすぐ外に出られる園庭がないこと

です。園庭でかけっこやリレーの練習ができないこ

とです。

園庭での大きな遊具の危険性を理解する・安全に遊

ぶ・ルールを学ぶ等、体験を通して身につけていく

ことなので、近くの公園や東棟ホールに行って経験

の機会を増やしていきたいと思います。

施設が児童デイサービス・生活介護・通所介護・特

養と併用しているため、こどもから大人・高齢者と

季節の行事等で一緒に体験することができます。地

域のふくしのつどい等に毎年作品を展示し、見学に

行ったり催しに参加したりできます。

毎月活動の中で個々の作品作りをしていますが、ふ

くしのつどい等に作品展示をするため季節に応じて

秋・冬と2パターン合同で作品作りをしています。

家族で見に行って喜んでもらえるように工夫してい

ます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

未就学児が全員一緒に同じ部屋で過ごし、同じ活動

をするため、こどもたちの力に差があるためどうし

ても小さいこどもたちに職員が偏ってしまうことが

あります。

日々、自分のことが１人でできるように支援してい

ますが、まだ、未就学児なので１人でできるように

なった後に小さいこどもを見てまねて大人に甘える

こともあります。自分たちから小さいこどものお手

伝いをしてくれる優しいお兄さんお姉さんに成長で

きるように支援方法を考えていきたいと思います。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

1日平均8人の利用児に対して職員が5人と蜜にこど

もたちに支援しています。送迎時は、生活介護の職

員も対応しているため、こどもたちは年齢も職種も

さまざまな大人と関わりながら成長しています。月

に１度、外部から音楽療法の先生や療育相談の先生

も来ています。

朝礼や終礼、職員会議で児童や大人の多職種の職員

で意見を出し合って、こどもや保護者が今困ってい

ること・今必要な支援について検討し対応していま

す。多くの気づきでこどもの変化や保護者の相談に

対して迅速に動くことに取り組んでいます。

広い活動部屋があるため、お集まりのスペースと活

動のスペースとマットで視覚的にわかるように区別

しています。他にも、午睡用の畳部屋・遊具があり

柔らかい床のプレイルーム・三輪車やブーブーカー

を使って遊べる東棟ホール・砂場スペース等があり

ます。お天気の日はお散歩に行って体を動かしてい

ますが、雨や雪等お天気が悪い日でも思いっきり体

を使って動くことができます。

毎年こどもの人数や特性に合わせて、部屋をレイア

ウトしたり使い方を変えたり工夫しています。毎月

地域の図書館へ行き、読み聞かせに参加し地域との

関わりが図れるように取り組んでいます。季節のい

い時は、地域の公園に遊びに行き地域のこどもたち

と関われるように支援しています。
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